
 縦軸が「タイムラインレベル」、横軸が「関係機関」となっており、関
係機関で連携が必要な行動項目、周知・共有が重要な行動項目を記載し
ています。

 出水対応時において、関係機関の行動項目や連携関係（囲い文字や矢
印）の全体像を把握する際に活用します。

佐波川水害タイムライン クイックスタートガイド
 佐波川水害タイムラインには4つのツールがあり、それぞれ
を活用することで、多機関で連携した対応を目指します。

番号B1-1 令和　　年　　月　　日　　時　　分

①情報伝達機関　（●：発信機関、○：受信機関）

②情報伝達手段

※HPの場合は参照URL

③情報伝達内容

佐波川水害タイムライン
タイムラインレベル　０

下関地方
気象台

山口河川
国道事務所 山口県 山口市 防府市 自衛隊

警　察 ﾗｲﾌﾗｲﾝ 交通機関
報道
各社NEXCO

西日本
ＪＲ

防長
交通

中国JR
ﾊﾞｽ

山口
警察署

防府
警察署

中国
電力

ＮＴＴ
山口

合同ｶﾞｽ
LPｶﾞｽ
協会

〇 ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

メール ＦＡＸ ＨＰ その他

●

件　　名 タイムライン立ち上げ周知

問い合わせ先
国土交通省山口河川国道事務所　河川管理課

電話：0835-22-1890

説　　明

　台風〇号が３日後の〇月〇日〇時に山口県に上陸する予報（〇日〇時現在）となってい
ます。また、山口県中部の早期注意情報の警報級の可能性が「中」（〇日〇時現在）になり
ました。

　そのため、山口河川国道事務所は、台風〇号により、佐波川流域に影響を及ぼす恐れが
あると判断し、〇月〇日〇時にタイムラインを立ち上げます。

　各機関はタイムラインレベル　０　（３日前準備）　での対応をお願いします。
　今後の台風および気象情報に注意してください。

別紙資料の有無 有　　・　　無 資料名　：　

参考情報

○

新橋 漆尾 堀 共通

様式番号 発信者：山口河川国道事務所 様式番号 発信者：山口県

B1-1 タイムライン立ち上げ周知 C1-1 水防警報（待機）発表

B1-2 タイムラインレベル０継続周知 C1-2 水防警報（準備）発表

B1-3 タイムラインレベル１移行周知 C1-3 水防警報（出動）発表

B1-4 タイムラインレベル２移行周知 C1-4 水防警報（指示）発表

B1-5 タイムラインレベル３移行周知 C2-1 洪水予報（氾濫注意情報）発表

B1-6 タイムラインレベル４移行周知 C2-2 洪水予報（氾濫警戒情報）発表

B1-7 タイムラインレベル５移行周知 C2-3 洪水予報（氾濫危険情報）発表

B1-8 タイムライン解除周知 C2-4 洪水予報（氾濫発生情報）発表

B2-1 樋門操作員の出動要請 C3-1 佐波川ダム異常洪水時防災操作の通知

B2-2 樋門操作員への避難指示

B3-1 水防警報（待機）発表 様式番号 発信者：防府市

B3-2 水防警報（準備）発表 EW1-1 【水道】供給停止

B3-3 水防警報（出動）発表

B3-4 水防警報（指示）発表 様式番号 発信者：交通機関

B4-1 地域限定情報（徳地堀） IB1-1 【バス】計画運休の決定

B4-2 地域限定情報（人丸・矢筈） IB1-2 【バス】計画運休の実施・【バス】計画運休の回避

B4-3 地域限定情報（徳地堀） IB1-3 【バス】運行停止

B4-4 地域限定情報（人丸・矢筈） IC1-1 【バス】計画運休の決定

B5-1 洪水予報（氾濫注意情報） IC1-2 【バス】計画運休の実施・【バス】計画運休の回避

B5-2 洪水予報（氾濫警戒情報） IC1-3 【バス】運行停止

B5-3 洪水予報（氾濫危険情報）

B5-4 洪水予報（氾濫発生情報） 様式番号 発信者：ライフライン機関

B6-1～B6-3 道路通行止め HP1-1 【電気】供給停止

B7-1 島地川ダム異常洪水時防災操作開始の通知 HP1-2 【電気】供給停止

HN1-1 【通信】供給停止

HN1-2 【通信】供給停止

HG1-1 【ガス】供給停止・○○～

●

赤字

周知・共有しておくべき重要な行動項目【先読み・参考情報】

周知・共有しておくべき重要な行動項目【先読み・参考情報】
（各機関における防災体制を示す項目）

①

トリガー情報の伝達で情報伝達様式を使用する項目の情報伝達の流れ
（始点は情報発信機関）

②

行動項目

多機関連携
の表現

連携が必要な行動項目【トリガー情報】
（情報共有の際に情報伝達様式を使用する項目）

連携が必要な行動項目【トリガー情報】
（情報共有の際に情報伝達様式を使用しない項目）

トリガー情報の伝達で情報伝達様式を使用しない項目の情報伝達の流れ
（始点は情報発信機関）
※ただし、Lアラート、HPを使用する項目については、必要に応じて全ての機
関が情報取得できるため記載しない（具体的な情報伝達手段については、
「５.２タイムラインの行動項目の解説」の中の「表5-2　解説版の説明④の
「様式番号または情報提供手段」に記載）

③ その他

行動項目に関する特記事項（補足説明）

情報を受信する機関

住民に向けた情報発信や周知

タイムライン立ち上げ、タイムラインレベル移行、洪水予報、水防警報の発令
の基準となる気象・水位・氾濫情報の流れ

住民避難に関わる情報

佐波川水害タイムライン

情報伝達様式

１．タイムラインとは
１．１ 避難勧告の発令等に着目したタイムラインの策定（平成26年8月）
１．２ 多機関連携型タイムラインの策定

２．佐波川の概要
３．タイムライン編集方針
３．１ 連携が必要な行動項目【トリガー情報】
３．２ 周知・共有しておくべき重要な行動項目【先読み・参考情報】
３．３ 警戒レベルとタイムラインレベルの整合

４．タイムラインレベルごとの被災想定
５．運用
５．１ タイムラインの見方
５．２ タイムラインの行動項目の解説
５．３ タイムラインの立ち上げ・移行・解除基準
５．４ 基準観測所ごとの水位レベルとに独立したタイムラインレベルの運用
５．５ 情報伝達様式による情報伝達関係機関との情報共有方法
５．６ 佐波川水害タイムライン情報ポータルサイト

佐波川水害タイムライン運用マニュアル

佐波川水害タイムライン＜解説版＞

① 縦軸にタイムラインレベルを記載

② タイムラインレベルに応じたトリガーに関する状況や気象情報を記載

③ クロノロジー（災害対応の時系列の記録）を記載

④
行動項目の中で連携が必要なものに対し、様式番号や情報提供手段を記号で記載
（情報伝達様式を使用する場合は、その「様式番号」を記載し、情報伝達様式を使用しない場合は、その他の「情報
提供手段（Lアラート、HP、電話等）」を記載）

連携が必要な行動項目【トリガー情報】を示す

周知・共有しておくべき重要な行動項目【先読み・参考情報】を示す

第1階層 行動項目の種別を記載

第2階層 行動項目を記載（「佐波川水害タイムライン」で記載している行動項目名）

第3階層
第2階層に示す行動項目の具体的な説明を記載
（行動の主体となる機関がどこの機関へどのような情報【トリガー情報】を伝達するのか、または、主体となる機関が
どのような防災行動を実施【先読み・参考情報】するのかを記載）

● 連携が必要な行動項目【トリガー情報】のうち、連携の主体となり情報発信を行う機関に記載

○
情報受信をする機関に記載
（ただし、Lアラート、HPを使用する項目については、必要に応じて全ての機関が情報取得できるため記載しない）

■ 周知・共有しておくべき重要な行動項目【先読み・参考情報】の主体となる機関に記載

□ 関係機関の防災行動が住民の行動に関係する項目に記載

タイムラインレベル

状況・気象情報

様式番号または
情報提供手段

⑥

実施チェック欄

役割

行動項目⑤

 受発信機関、情報伝達手段などの基本情報や情報伝達内容が簡潔に記載された様式
です。出水対応時において、以下の情報を伝達する際に活用します。

 他ツールの解説や、タイムラインの作成
経緯、タイムラインの運用方法が記載さ
れています。平時の学習用に活用します。

 タイムラインに示してあった行動項目について、
具体的な内容や役割が記載されています。

 出水対応時において、自機関の実施すべき行動項
目や連携先を把握する際に活用します。



Ｂ１－１

発信機関を表現

行動項目（伝達項目）の種別を表現

情報の発信順序を表現

様式番号

発信機関を記号で表現

「B：山口河川国道事務所」が発信する「1：タイムライン運用情報」の1回目

「B：山口河川国道事務所」が発信する「1：タイムライン運用情報」の2回目

A B C D E --- HPHN HG HL IN IJ IB I

佐波川水害タイムラインを活用した出水対応の流れ

■様式番号
・タイムラインのどの行動項目なのか一目
でわかるように「機関毎の様式番号」で分
類し予め記載

■発信時刻

・ＦＡＸの配信時刻を記入

■情報伝達機関

・どの機関からどこの機関へ情報発信さ

れたものか分かるように「●：発信機関」と

「○：受信機関」の情報を明示

■ＨＰの場合は参考ＵＲＬ

・情報発信する行動項目をＨＰに掲載して

いる場合は予め記載

■説明

・タイムラインの防災行動項目を簡潔に説

明した内容を定型文にして予め記載

・災害の状況によって変わる赤着色部は

情報発信時に記入

■情報伝達手段

・各機関のご要望等を踏まえ、具体的な

情報伝達手段（メール、FAX、HP等）を

明示

■タイムラインレベル

・発信する行動項目のタイムラインレベル

を予め記載

■件名

・タイムラインに記載されている行動項目

を予め記載

■別紙資料の有無

・既に災害対応で他機関に情報発信して

いる資料があれば予め記載

■参考情報

・情報発信する行動項目の参考情報があ

れば情報発信時に記入

■問い合わせ先

・情報発信する機関の問い合わせ先を

予め記載

：情報伝達様式に予め記載する項目 ：情報発信時に情報伝達様式に記入する項目

■該当観測所

・伝達内容について、該当する観測所に

○を記入、全観測所に共通する情報は共

通に○を記入

平時、タイムラインレベル0

出水対応時（タイムラインレベル1以降）

 タイムライン運用マニュアルを用いて、タイムラインの作成経緯や
タイムラインの立上げ、レベル移行基準等を把握する。
（詳細：①タイムラインの立上げ、レベル移行基準）

 タイムラインを用いて、多機関で連携する出水対応の全体像を把握
する。

 タイムライン解説版を用いて、自機関の行動項目を把握し、特に情
報伝達様式を用いる行動項目を把握する。
（詳細：②タイムライン解説版と情報伝達様式の関係）

 自機関が伝達する情報伝達様式は、エクセル等を予め準備する。
（詳細：③情報伝達様式の記載内容）

①タイムライン立上げ、レベル移行基準

②タイムライン解説版と情報伝達様式の関係 ③情報伝達様式の記載内容

 タイムラインやタイムライン解説版を用いて、山口河川国道事務所か
ら送られてくる現況のタイムラインレベルを確認し、該当する行動項
目について出水の状況に応じて必要な対応をとる。

 他機関へ情報伝達を行う場合は、情報伝達様式を用いて伝達する。

ﾀｲﾑﾗｲﾝ立ち上げ
下関地方気象台と協議
した上で山口河川国道
事務所が立ち上げ

トリガーとする佐波川の基
準水位に応じて

タイムラインレベルを移行

①被害が発生しなかった場合
（レベル5に到達しなかった場合）
佐波川の水位が氾濫注意水位を
下回り、水位上昇の見込みがない
場合に解除

ﾀｲﾑﾗｲﾝﾚﾍﾞル移行
②被害が発生した場合
（レベル5に到達した場合）

応急復旧や救助活動の収束までレベ
ル５維持し、応急復旧や救助活動が
収束した時点で解除

※ただし、基準水位の超過以前に洪水予報が発表された
場合はその時点でタイムラインレベルを移行

ﾀｲﾑﾗｲﾝ解除基準

新橋観測所 漆尾観測所 堀観測所
０

(３日前準備)
早期注意情報

（警報級の可能性）
－ － －

０
(２日前準備)

早期注意情報
（警報級の可能性）

－ － －

1 水防団待機水位超過 2.7ｍ 2.3ｍ 2.0ｍ

2 氾濫注意水位超過 3.4ｍ 3.4ｍ 3.0ｍ

3 避難判断水位超過 4.2ｍ 3.6ｍ 3.9ｍ

4 氾濫危険水位超過 4.6ｍ 4.0ｍ 4.3ｍ

5 堤防の決壊
外水氾濫発生 氾濫発生 氾濫発生 氾濫発生

タイムライン
レベル

状況
（タイムライントリガー）

観測所水位
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